
６－５　東海・南関東地域における歪観測結果（2006年５月～10月）

　　　　Observation of CrustaI Strains by the Borehole Strainmeters in the Tokai and

　　　　Southern Kanto Districts（May－ October 2006）

　　　　　　　　　　気象庁　地震予知情報課

Earthquake Prediction lnformation Division, JNIA

　第１図は，気象庁が東海・南関東地域において観測している埋込式体積盃計1)と多成分盃計2)の

配置と区域分けである．第２図に1999年以来の体積盃変化を，第３図に2005年11月から2006年

10月までの体積盃変化を示す．第４図は多成分盃計の経年変化である．各方向成分で観測された盃

量と，それを基に算出された3)玉盃の方向と大きさ，最大せん新玉および面積盃の変化を示してい

る．第５図に2005年11月から2006年10月までの多成分盃計の変化を示す．

　東海地域では，2006年８月27日頃から９月１日頃にかけて，愛知・長野県境付近のプレート境

界で発生したと考えられる短期的スロースリップに伴う変化が，掛川・佐久関・本川根及び浜北で

観測された(第５図(a)(c)(d)(e)の*１)．このような変化は2005年７月21日から22日にかけての

期間，および2006年１月16日から22日にかけての期関にも観測されている4)5).

　三ケ日で５月上旬に伸び方向への変化が見られた(第３図(a)の*2).これは，過去の記録にも見

られる現象であり4)5)，玉として降水による影響を受けたものと考えられる．

　石廊綺で7月14日に伸びの変化が見られたが,これは観測点近傍の局所的なものと考えられる(第

３図(c)の*3).

　浜北で７月19日以降，第４成分を中心として縮みの変化が見られたが，これはセンサー近傍の局

所的変化と考えられる(第５図(e)の*4).

東伊豆と犬島では，地中温度の上昇を主因とする見かけ上の縮みトレンドが続いている(第2図

(b)(c))(後述)．

　横浜で５月下旬頃から見られる縮み方向のへの変化とその後の回復の変化は，例年この時期に見

られるものであり，季節に関わる人為的要因によるものと考えられる．(第３図(d)の*5)

　長柄で見られる３月上旬頃から始まる不規則な縮み変化とその後の回復の変化は，1989年頃から

見られるものであり，何らかの人為的な影響によるものと考えられる(第２図(d)および第３図(f)).

・伊豆大品玉計の長期トレンドについて

　伊豆大島に設置されている,気象庁の火山監視用光波測距儀に2000年頃から長期トレンドの変化

が認められている6)7).また，同時期に地中温度(地下291mに設置した体積玉計の院体内に設置)

の上昇率も増加している(第６図(a)).2000年以前のトレンド除去をした体積玉計のデー夕では

国土地理院のGPSデータから算出した面積玉と類似したトレンド変化が認められる．地震活動の活

発化に伴う短期的な地殻変動もGPSと同様7)個こ体積玉計でも認められる(第６図(b)).
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第 1図　埋込式歪計の配置図  ●：体積歪計，▲：多成分歪計（気象庁），△：同（静岡県）
Fig.1     Network for the observation of crustal strains by the borehole strainmeters.
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潮汐・降水補正した値)各図下部に区域を代表する気圧変化と降水量を示す．地点名

の下のD/dayは１日あたりのトレンド変化量をＤとして補正していることを示す．また，

/Mは倍率を1/Mにして表示していることを示す.
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reduction,1/M.
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2005年11月～2006年10月の東海･南関東地域における区域別体積歪変化(毎時偵:気圧･

潮汐・降水補正した値)各図下部に区域を代表する気圧変化と降水量を示す．地点名

の下のD/dayは１日あたりのトレンド変化量をＤとして補正していることを示す．また，

/Mは倍率を1/Mにして表示していることを示す.

Changes of crustalvolume strainsin the regions l- 6 shown in Fig.1,November 2005 －October

2006(hourly values where changes due to barometric pressure，tidaleffectsand rain efTects

are corrected.)D/day : the lineartrend D(/day)is subtracted./M : M shows the ratio of the

reductionj/M.
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